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■
入
居
資
格

　
小
平
町
に
住
所
を
有
す
る
お

お
む
ね
　
歳
以
上
で
、
介
護
保

６５

険
法
に
基
づ
く
要
介
護
認
定
申

請
に
お
い
て
「
自
立
等
」
と
判

定
さ
れ
た
一
人
暮
ら
し
の
方
お

よ
び
夫
婦
の
み
の
世
帯
で
、
別

に
定
め
る
要
件
を
満
た
す
方
。

【
は
ま
な
す
荘
】

■
所
在
地

小
平
町
字
鬼
鹿
港
町
　
番
地

２８７

の
１

■
募
集
室
数
　
３
室

■
使
用
料

＊
居
室
使
用
料
　

　
月
額
　
１
万
　
円
１００

＊
共
有
室
使
用
料
　

　
１
人
入
居
の
場
合

　
月
額
　
２
千
円
　

　
２
人
入
居
の
場
合

　
月
額
　
４
千
円

【
や
す
ら
ぎ
荘
】

■
所
在
地

小
平
町
字
小
平
町
　
番
地
の
２

３７７

■
募
集
室
数
　
２
室

■
使
用
料

＊
居
室
使
用
料
　

　
月
額
　
１
万
１
千
　
円
３００

＊
共
有
室
使
用
料

　
１
人
入
居
の
場
合

　
月
額
　
２
千
円
　

　
２
人
入
居
の
場
合

　
月
額
　
４
千
円

【
共
通
】

■
そ
の
他

　
居
室
に
お
け
る
光
熱
水
費

（
電
気
料
・
上
下
水
道
料
）
は
、

各
室
ご
と
の
自
費
負
担
と
な
り

ま
す
。
お
申
込
み
が
募
集
室
数

を
超
え
た
際
は
抽
選
と
な
る
場

合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
予
め

ご
了
承
願
い
ま
す
。

◎
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
保
健
福
祉
課
福
祉
係

　
　
　
　
　
 緯
　
倆
２
１
１
１

５６

　
鬼
鹿
支
所
 緯
　
倆
１
１
１
１

５７

　
達
布
支
所
 緯
　
倆
１
１
１
１

５８

　
小
平
町
在
宅
老
人
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
入
浴
を

は
じ
め
、
様
々
な
器
具
を
用
い

た
身
体
機
能
の
維
持
・
向
上
や

認
知
症
予
防
に
対
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昼
食
や
お
や
つ
の
提

供
も
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
食
前

に
は
え
ん
下
・
口
腔
体
操
、
食

後
に
は
歯
磨
き
な
ど
の
口
腔
ケ

ア
も
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

興
味
を
持
た
れ
た
方
や
お
試
し

無
料
体
験
を
ご
希
望
の
方
は
、

お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ
先

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
緯
　
倆
２
１
１
１

５６

　
鬼
鹿
支
所

　
　
　
　
　
緯
　
倆
１
１
１
１

５７

　
町
防
犯
協
会
で
は
、
町
内
会

が
設
置
し
て
い
る
防
犯
灯
を
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
す
る
工
事
に
対
し
て
、

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
消
費

電
力
が
少
な
く
、
電
気
料
金
を

低
く
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
、
機
器
の
寿
命
が
長
い
こ
と

等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
の

で
、
各
町
内
会
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
積
極
的
に
防
犯
灯
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
を
検
討
さ
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

■
助
成
金
額

　
設
置
費
用
の
殻
を
助
成

　（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

※
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
予
め
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ
先

　
総
務
課
住
民
係

　
緯
　
倆
２
１
１
１

５６

　
６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委

員
の
日
で
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
い
つ
で

も
地
域
住
民
か
ら
の
相
談
に
応

じ
、
相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘

密
は
守
り
ま
す
。

　
ま
た
、
相
談
は
無
料
で
、
難

し
い
手
続
き
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
人
権
相
談
は
、
家
庭
内
の
問

題
や
借
地
借
家
の
問
題
、
隣
近

所
の
も
め
ご
と
等
、
と
て
も
幅

広
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
の
日
に
ち
な

み
、
６
月
３
日
に
特
設
人
権
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
人
権
相
談
は
、
法
務
大
臣
が

委
嘱
し
た
左
記
の
人
権
擁
護
委

員
が
お
受
け
し
ま
す
。

　
ま
た
、
同
時
に
臨
時
行
政
相

談
所
に
つ
い
て
も
開
設
い
た
し

ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
行
政
相

談
委
員
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
開
設
日
時
・
場
所

　
６
月
３
日
（
月
）

【
鬼
鹿
】

＊
多
目
的
防
災
交
流
施
設

　
２
階
　
和
室

＊
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１０

００

１２

００

【
小
平
】

＊
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　
　
　
　
　
交
流
研
修
室
２

＊
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１３

００

１５

００

■
相
談
担
当
者

　
小
平
町
人
権
擁
護
委
員

　
　
　
籠
川
　
健
二
　
委
員

　
　
　
関
川
　
直
昭
　
委
員

　
行
政
相
談
委
員

　
　
　
片
桐
　
明
夫
　
委
員

◎
問
合
せ
先

　
旭
川
地
方
法
務
局
留
萌
支
局

　
緯
　
倆
０
４
９
２

４２

　
総
務
課
住
民
係

　
緯
　
倆
２
１
１
１

５６

　
小
平
町
字
臼
谷
　
片
桐
 明
夫

　
緯
　
倆
２
０
４
２

５６

　
昨
年
　
月
か
ら
、
積
雪
に
よ

１２

り
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
た
町

道
花
岡
海
岸
線
の
通
行
規
制
は
、

解
除
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
留
萌
地
区
交
通
安
全
協
会
連

合
会
で
は
、
令
和
６
年
度
の
優

良
運
転
者
表
彰
に
伴
う
推
薦
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
５
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

を
継
続
さ
れ
て
い
る
方
は
、
自

動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
が
発

行
す
る
「
無
事
故
無
違
反
証
明

書
」
を
添
付
の
う
え
、
左
記
ま

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限

＊
７
月
　
日（
水
）

３１

＊
５
年
・
　
年
以
上

１０

　
無
事
故
・
無
違
反
の
方

◎
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
〒
０
７
７
倆
０
０
２
１

　
留
萌
市
高
砂
町

　
　
　
　
　
　
３
丁
目
５
倆
　２６

　
留
萌
地
区
交
通
安
全

　
　
　
　
　
　
協
会
連
合
会

　
　
　
　
　
緯
　
倆
８
７
１
１

４２

高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ハ
ウ
ス

「
は
ま
な
す
荘
」・「
や
す
ら
ぎ

荘
」
の
入
居
者

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て

特
設
人
権
・
行
政
相
談
所

を
開
設
し
ま
す

高
齢
者
の
皆
様
へ

 ～
お
試
し
無
料
体
験
の
ご
案
内
～

町
道
の
通
行
止
規
制
解
除

の
お
知
ら
せ

無
事
故
・
無
違
反
の

優
良
運
転
者
を
表
彰
し
ま
す

お
知
ら

お
知
ら
せせ

募募
集集




